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は　

じ　

め　

に

一　

徳
川
慶
勝
の
御
手
許
文
庫
と
そ
の
所
収
絵
図

　
（
一
）　
「
御
側
御
書
物
目
録
」
の
分
析

　
（
二
）　

御
手
許
文
庫
所
収
の
絵
図

二　
「
朱
丸
星
黒
印
御
箱
」
の
構
造
と
所
収
絵
図

三　
「
諸
品
新
聞
書
」
所
収
絵
図
と
水
野
正
信
「
青
窓
紀
聞
」

　

お　

わ　

り　

に

は　

じ　

め　

に

当
研
究
所
に
は
、
十
四
代
当
主
徳
川
慶
勝
が
収
集
し
た
絵
図
や
摺
物
を
貼
り
付
け
た

「
諸
品
新
聞
書
」
と
い
う
全
四
冊
の
冊
子
が
あ
る
。
こ
の
冊
子
に
は
、慶
勝
が
関
心
を
寄

せ
た
博
物
画
や
、
京
都
風
俗
、
長
州
戦
争
に
関
わ
る
摺
物
だ
け
で
は
な
く
、
ペ
リ
ー
来

航
、
異
国
船
、
尾
張
藩
の
軍
事
関
連
図
像
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。

筆
者
は
、
昨
年
度
の
『
研
究
紀
要
』
に
お
い
て
、「
諸
品
新
聞
書
」
の
基
本
分
析
を

（
1
）

試
み
、
こ
れ
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
ペ
リ
ー
来
航
・
異
国
船
関
連
図
像
を
い
く
つ
か
紹

介
・
分
析
し
た（
以
下
、
旧
稿
と
表
記
す
る
）。

検
討
の
結
果
、
以
下
の
こ
と
を
指
摘
し
得
た
。

ま
ず
、「
諸
品
新
聞
書
」
全
四
冊
の
う
ち
巻
一
〜
三
は
、
原
標
題
が
異
な
っ
て
お
り
、

巻
一
・
二
は
「
諸
画
縮
図
」、
巻
三
は
「
海
国
図
絵
」
で
、
巻
五
の
み
「
諸
品
新
聞
書
」

と
表
記
さ
れ
て
い
た（
現
在
所
在
不
明
の
巻
四
に
関
し
て
は
、
旧
稿
で
補
足
し
て
い
る
）。
標

題
は
、
す
べ
て
慶
勝
の
筆
で
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
慶
応
年
間
と
思
わ
れ

る
時
期
に
、
慶
勝
は
自
身
が
ま
と
め
た
図
像
集
を
整
理
し
、「
諸
画
縮
図
」
と
「
海
国

図
絵
」
と
を
「
諸
品
新
聞
書
」
と
し
て
一
括
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

つ
い
で
、
自
身
の
御
手
許
文
庫
に
あ
る
絵
図
を
、
慶
勝
が
い
く
つ
か
選
択
し
て
、
随

時
「
諸
画
縮
図
」
に
貼
り
付
け
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
も
そ

も
「
諸
画
縮
図
」
と
「
海
国
図
絵
」
と
は
、
と
も
に
そ
の
御
手
許
文
庫
に
収
納
さ
れ
て

い
た
冊
子
で
も
あ
っ
た
。
複
数
あ
る
慶
勝
の
御
手
許
文
庫
の
う
ち
、
あ
る
時
期
、「
諸

画
縮
図
」
は
「
弓
矢
御
本
箱
」
に
、「
海
国
図
絵
」
は
「
白
丸
印
御
本
箱
」
に
収
納
さ

れ
て
い
た
。
そ
れ
を
取
り
出
し
、「
諸
品
新
聞
書
」
と
一
括
し
た
も
の
が
、
全
四
冊
の

（
2
）
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八
二

「
諸
品
新
聞
書
」
で
あ
る
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
分
析
を
も
と
に
、
旧
稿
で
は
、「
諸
品
新
聞
書
」
の
細
目
録
を
収
載
し
、
貼

付
図
像
の
う
ち
、
ペ
リ
ー
来
航
・
異
国
関
連
図
像
を
取
り
あ
げ
、
情
報
源
が
判
明
す
る

も
の
を
中
心
に
検
討
を
加
え
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
慶
勝
が
収
集
し
た
ペ
リ
ー
来
航
関
連
図
像
は
、「
諸
品
新
聞
書
」（「
諸
画
縮

図
」）に
貼
り
付
け
ら
れ
た
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
御
手
許
文
庫
中
に
も
多
く
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
旧
稿
で
は
「
諸
品
新
聞
書
」
の
分
析
を
主
眼
と
し
た

た
め
、
御
手
許
文
庫
所
収
の
ペ
リ
ー
来
航
関
連
図
像
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
言
及
で

き
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
慶
勝
の
御
手
許
文
庫
目
録
の
基
礎
的
分
析
を
試
み
る
と
と
も

に
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
ペ
リ
ー
来
航
関
連
図
像
を
取
り
あ
げ
、
慶
勝
の
問
題
関
心
に
即

し
な
が
ら
、
い
つ
く
か
の
絵
図
を
紹
介
・
検
討
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
御
手
許
文
庫
所

収
の
絵
図
と
「
諸
品
新
聞
書
」
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
絵
図
と
の
関
連
性
に
着
目
し
、
旧

稿
後
の
調
査
で
判
明
し
た
事
実
を
指
摘
し
た
い
。
と
り
わ
け
、「
諸
品
新
聞
書
」
に
複

数
存
在
す
る
同
じ
図
柄
の
絵
図
に
関
し
て
推
論
を
試
み
、
慶
勝
収
集
の
ペ
リ
ー
来
航
関

連
図
像
が
持
つ
広
が
り
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。

一　

徳
川
慶
勝
の
御
手
許
文
庫
と
そ
の
所
収
絵
図

（
一
）　
「
御
側
御
書
物
目
録
」
の
分
析

「
諸
品
新
聞
書
」
を
構
成
す
る
「
諸
画
縮
図
」
や
「
海
国
図
絵
」
が
、
も
と
も
と
徳

川
慶
勝
の
御
手
許
文
庫
に
収
納
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
そ
れ
ら
に
貼
付
さ
れ
な
い
ペ

リ
ー
来
航
関
連
図
像
が
、
御
手
許
文
庫
中
に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
御
手
許
文
庫
所
収
の

絵
図
を
検
討
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ま
ず
は
、
こ
の
御
手
許
文
庫
を
検
討
し
た

う
え
で
、
そ
こ
に
収
納
さ
れ
て
い
た
絵
図
類
を
紹
介
し
よ
う
。

当
研
究
所
に
は
、
慶
勝
の
御
手
許
文
庫
目
録
が
四
冊
伝
来
し
て
い
る
。

Ａ
「
御
側
御
書
物
目
録
」（
旧
蓬
左
一
二
六
─
七
三
・
一
）

Ｂ
「
御
側
御
書
物
目
録
」（
旧
蓬
左
一
二
六
─
七
三
・
二
）

Ｃ
「
目
録
」（
御
側
御
書
物
目
録
）（
旧
蓬
左
一
二
六
─
七
四
）

Ｄ
「
御
直
書
本
箱
初
目
録
」（
旧
蓬
左
一
二
六
─
二
三
七
）

い
ず
れ
も
、
旧
蓬
左
文
庫
所
蔵
史
料
で
あ
る
。
Ａ
〜
Ｃ
の
本
文
は
、
慶
勝
の
自
筆
で
、

そ
の
在
世
中
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
わ
か
る
。
Ｃ
の
標
題（
題
簽
）も
、
記
載
の
仕
方

か
ら
見
て
慶
勝
自
身
に
よ
る
も
の
と
見
て
間
違
い
な
い
が
、
Ａ
の
題
簽
も
自
筆
の
可
能

性
が
あ
る
。
Ｂ
は
題
簽
が
剥
が
れ
て
な
く
な
っ
て
お
り（
題
簽
の
色
が
赤
色
で
あ
っ
た
こ
と

が
、
剥
が
れ
た
跡
か
ら
わ
か
る
）、
付
箋
へ
の
書
き
付
け（
慶
勝
と
は
異
筆
）が
標
題
代
わ
り

と
な
っ
て
い
る
。
作
成
時
期
に
つ
い
て
、
Ａ
・
Ｃ
は
幕
末
期
の
可
能
性
が
高
い
が
、
Ｂ

の
作
成
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い（
後
述
）。
Ｄ
は
慶
勝
の
「
往
復
書
」「
御
日

記
」「
御
作
詩
歌
書
画
」「
叢
書
」
や
「
第
十
五
国
立
銀
行
ニ
関
ス
ル
書
類
」「
写
真
ニ

関
ス
ル
書
類
」
な
ど
に
分
類
・
整
理
し
た
も
の
で
、
項
目
か
ら
も
判
明
す
る
よ
う
に
、

明
治
以
降
、
慶
勝
没
後
に
徳
川
家
の
家
職
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
実
際

に
、
Ｄ
の
外
題
は
「
慶
勝
公
御
直
書
目
録
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

慶
勝
の
御
手
許
文
庫
を
調
査
し
、
最
初
に
研
究
成
果
を
あ
げ
た
の
は
、
岩
下
哲
典
氏

で
あ
る
。
氏
は
、
Ｃ
「
目
録
」
を
分
析
対
象
と
し
た
の
で
、
ま
ず
は
、
氏
の
研
究
成
果

と
併
せ
て
、
Ｃ
の
基
本
分
析
を
試
み
よ
う
。

Ｃ
「
目
録
」
は
、
青
海
波
紋
が
配
列
さ
れ
た
表
紙
・
裏
表
紙
に
、
八
行
罫
紙
が
綴
じ

ら
れ
た
和
本
で
あ
る
。
綴
じ
方
は
大
和
綴
じ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
目
録
に
は
、

書
名
が
箇
条
書
き
で
列
記
さ
れ
、
そ
の
下
に
朱
丸
・
朱
丸
黒
・
白
丸
・
黄
丸
・
黒
丸
・

（
3
）

（
4
）
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轡（
○
）な
ど
の
印
が
付
い
て
い
る（
図
1
）。
他
に
も
「
金
」「
銀
」「
馬
」「
用
」「
フ
ン

ト
ン
」「
文
」「
蛇
」（「
蛇
丸
」）な
ど
の
文
字
が
、
書
物
の
下
に
書
か
れ
て
い
る
場
合
も

あ
る
。
実
は
、
こ
れ
ら
の
印
や
文
字
が
、
慶
勝
の
御
手
許
文
庫
の
種
類
を
指
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
各
印
の
御
文
庫
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
文
字
で
書
か
れ
た
「
金
」
は

「
金
之
御
簞
笥
」、「
銀
」
は
「
銀
之
御
簞
笥
」、「
馬
」
は
「
馬
御
箱
」、「
用
」
は
「
用

箱
」、「
フ
ン
ト
ン
」
は
「
分
銅
印
御
箱
」
を
指
す
。「
文
」「
蛇
」
は
不
詳
で
あ
る
。
そ

し
て
、
Ｃ
「
目
録
」
の
丁
を
繰
れ
ば
繰
る
ほ
ど
、
書
物
を
追
加
し
て
い
っ
た
形
跡
が
あ

り（
そ
の
場
合
、「
黒
朱
二
重
丸
御
箱
追
加
」「
白
丸
入
追
加
」「
赤
丸
追
加
」
な
ど
と
立
項
さ
れ
、

書
物
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
）、
慶
勝
の
御
手
許
文
庫
に
書
物
が
集
積
・
追
加
さ
れ
て

い
く
様
子
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
書
名
の
頭
註
に
は
、「
△
」「
※
」「
◯
」「
ヽ
」「
×
」「
□
」「
▽
」
な
ど
と
、

さ
ま
ざ
ま
の
記
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
御
手
許
文
庫
の
種
類
を
示
し
た
印
や

文
字
と
対
応
し
て
お
り
、「
△
」
＝
朱
丸
、「
※
」
＝
朱
丸
黒
、「
◯
」
＝
白
丸
、「
ヽ
」

＝
黄
丸
、「
×
」
＝
黒
丸
、「
□
」
＝
轡（
○
）、「
▽
」
＝
分
銅
を
示
し
て
い
る
。
慶
勝

が
書
物
を
整
理
し
よ
う
と
し
て
い
た
痕
跡
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
Ｃ
「
目
録
」
は
、
慶
勝
が
自
身
の
御
手
許
文
庫
を
管
理
す
る

う
え
で
、
備
忘
録
と
し
て
日
常
的
に
活
用
し
て
い
た
文
書
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

岩
下
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
Ｃ
「
目
録
」
か
ら
判
明
す
る
慶
勝
の
蔵
書
数
は
総
計

三
六
五
部
、
そ
の
内
訳
は
以
下
の
通
り
と
い
う（
岩
下
氏
は
、
書
籍
の
件
数
で
は
な
く
、
冊

数
・
枚
数
を
部
数
と
し
て
合
算
し
て
い
る
。
カ
ッ
コ
内
は
部
数
の
多
い
順
に
記
載
し
た
）。

海
外
情
報
関
連（
海
外
情
報
、
ペ
リ
ー
来
航
関
連
、
外
国
船
ほ
か
関
連
）�

五
六
部

改
革
関
連（
軍
学
・
海
防
関
連
、
幕
政
関
係
、
上
書
、
水
戸
学
関
係
）�

一
三
四
部

家
政
・
学
芸
・
教
養（
算
術
・
書
画
・
漢
籍
・
馬
術
、
家
譜
・
系
譜
）�

七
二
部

図1　Ｃ「目録」
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八
四

そ
の
他�

一
〇
三
部

こ
れ
に
基
づ
い
て
岩
下
氏
は
、「
当
時
の
慶
勝
に
と
っ
て
最
大
の
関
心
事
の
一
つ
で

あ
る
対
外
情
報
関
係
資
料
が
目
に
つ
く
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
地
図
資
料

も
含
め
た
海
防
・
軍
学
関
係
資
料
」
が
多
い
と
す
る
も
の
の
、「
地
図
資
料
」
へ
の
言

及
は
な
い
。
ま
た
、
分
類
項
目
の
立
て
方
、
仕
分
け
方
法
に
つ
い
て
も
、
検
討
の
余
地

が
あ
り
、「
そ
の
他
」
に
分
類
さ
れ
た
一
〇
三
部
も
十
分
に
吟
味
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
問
題
点
が
あ
る
う
え
に
、
前
述
の
通
り
、
Ｃ
「
目
録
」
に
は
慶
勝
に
よ
る
追

加
書
き
込
み
、
抹
消
線
も
少
な
く
な
く
、
部
数
の
変
動
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｃ
に

記
載
さ
れ
た
書
物
の
総
数
を
正
確
に
計
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
。

そ
れ
で
も
氏
の
調
査
か
ら
、
お
お
よ
そ
蔵
書
内
容
の
把
握
が
で
き
、
そ
の
概
算
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
岩
下
氏
が
調
査
対
象
と
し
な
か
っ
た
Ａ
と
Ｂ
の
「
御
側
御
書
物

目
録
」
も
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
Ａ
「
御
側
御
書
物
目
録
」
で
あ
る
。
表
紙
・
裏
表
紙
は
、
亀
甲
状
の
紋
様
が

配
列
さ
れ
た
も
の
で
、
罫
紙
は
Ｃ
と
同
様
八
行
の
そ
れ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
綴
じ
方

も
Ｃ
と
同
じ
く
大
和
綴
じ
で
あ
る
。
本
文
の
特
徴
と
し
て
は
、
書
名
の
読
み
方
が
書
か

れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
な
ど
、
そ
の
意
図
は
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
慶
勝
や
当
時
の

人
々
の
言
い
回
し
を
知
る
こ
と
が
で
き
る（
図
2
）。
Ｃ
と
の
大
き
な
違
い
は
、
御
手
許

御
文
庫
ご
と
に
書
物
を
整
理
し
て
、
記
述
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
複
数
あ
っ
た
御
文

庫
中
の
書
物
・
冊
数
を
把
握
す
る
の
に
便
利
な
点
を
指
摘
で
き
る
。
御
文
庫
に
書
物
を

追
加
す
る
こ
と
も
想
定
し
て
、
丁
数
や
行
数
に
余
裕
を
持
た
せ
な
が
ら
書
物
を
記
載
・

配
列
し
て
い
る
。
御
文
庫
ご
と
の
書
物
の
記
載
順
は
、
概
ね
Ｃ
と
共
通
し
て
い
る
。
と

も
に
、
収
納
順
に
ま
と
め
て
い
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
一
部
、
頭
註
に
「
◯
」
印

が
付
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
Ｃ
「
目
録
」
の
よ
う
に
、
他
の
印
は
な
く
、「
◯
」

（
5
）

図2　Ａ「御側御書物目録」



徳
川
慶
勝
御
手
許
の
ペ
リ
ー
来
航
関
連
図
像
と
「
諸
品
新
聞
書
」

八
五

印
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。

表
1
は
、
Ａ
「
御
側
御
書
物
目
録
」
に
所
収
さ
れ
る
書
物
の
概
算
を
、
本
箱
ご
と
に

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
Ａ
も
書
物
の
抹
消
な
ど
の
書
き
込
み
が
あ
る
の
で
、
蔵
書
の

総
数
を
正
確
に
計
る
こ
と
は
難
し
い（
表
中
の
数
字
は
、
抹
消
線
が
あ
る
も
の
も
含
め
て
算

出
し
て
い
る
）。
ま
た
、
Ａ
に
は
Ｃ
に
記
載
さ
れ
た
「
金
」「
銀
」「
用
」「
文
」「
蛇
」
に

相
当
す
る
御
文
庫
目
録
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、
総
件
数
は
二
五
二
件
、

部
数
は
概
算
で
四
二
七
部
と
、
Ｃ
「
目
録
」
よ
り
部
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
、
注

目
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

Ａ
と
Ｃ
の
罫
紙
が
同
じ
こ
と
、
慶
勝
の
筆
の
運
び
に
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
な

ど
を
考
慮
す
る
と
、
Ａ
「
御
側
御
書
物
目
録
」
は
、
Ｃ
「
目
録
」
と
の
連
続
性
を
認
め

る
の
に
、
矛
盾
点
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
Ｃ
「
目
録
」
に
追
加
し
て
い
っ
た

書
物
を
分
類
・
整
理
し
、
再
度
御
手
許
文
庫
ご
と
に
ま
と
め
直
し
た
目
録
が
、
Ａ
「
御

側
御
書
物
目
録
」
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
Ｃ
に
記

載
さ
れ
て
い
た
「
金
之
御
簞
笥
」
な
ど
の
御
文
庫
が
Ａ
に
な
く
て
も
、
冊
数
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｃ
の
後
に
Ａ
を
ま
と
め
直
し
た
蓋
然
性
を
高
く
し
て
い
る
。

一
方
、
Ｂ
「
御
側
御
書
物
目
録
」
は
ど
う
か
。
こ
こ
で
使
用
し
て
い
る
表
紙
・
裏
表

紙
は
、
赤
・
青
・
黒
の
絵
の
具
を
用
い
て
波
状
紋
を
描
い
た
も
の
で
、
慶
勝
自
身
が
手

が
け
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
Ａ
・
Ｃ
と
同
様
大
和
綴
じ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
Ｂ
も
Ａ
と
同
じ
く
、
御
手
許
文
庫
ご
と
に
分
類
・
整
理
し
た
目
録
で
あ
る
。

耳
状
に
出
っ
張
っ
た
茶
色
紙
が
、
複
数
小
口
に
貼
り
付
け
ら
れ
、
茶
色
紙
に
は
御
文
庫

の
種
類
を
示
し
た
印
や
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
手
早
く
検
索
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

Ｂ
本
文
に
は
、
Ａ
・
Ｃ
に
共
通
す
る
「
朱
丸
」「
白
丸
」「
轡
印
」「
黄
色
」「
波
ノ
御

文
庫（
波
濤
文
庫
）」
が
記
載
さ
れ
る
と
と
も
に
、そ
れ
ら
に
見
ら
れ
な
い
「
葵
御
箱
」「
大

御手許文庫名 件数・部数 絵図件数・部数 絵図名
朱丸印御本箱 39件・52部 0件
白丸印御本箱 43件・50部 2件・3部 「国郡全図」「海国図絵」
黄丸印御本箱 39件・58部 2件・2部 「内海深浅浜浦図」「見微鏡小蟲真図」
黒丸印御本箱 19件・51部 0件
轡印御本箱 38件・52部 2件・2部 「伊豆七嶋図」「尾州絵図」
朱竹御本箱 8件・12部 0件
白丸黒星印御本箱 5件・22部 0件
御筆箱 6件・13部 0件
波濤御文庫 14件・34部 1件・1部 「韵府一隅」四冊の項に「当分砲架絵御箱入」

朱丸星黒印御箱 29件・61部 24件・55部

「大日本海」「外夷旗章」「陣立」「遍法銃車」「師崎図」「蘭船」
「火輪船」「西洋舶半裁図解」「異船絵図面」「蕃舶之図」「日
本製バツテーラ」「浦賀之図」「墨夷之図」「異品」「米利幹
舶八艘加奈川入津之図」「異人行列」「蝦夷図」「御備立」「異
国船警衛之図」「品川築嶋之図」「クシユンコタン台場之図」
「路程便覧」「柳都海岸略図」「日本輿地全図」

分銅印御本箱 12件・22部＋＠ 6件・10部以上 「鷹之絵」「迭魯多児船軍之図」「異国船并異人之図�表紙附」「異国船并異人之図�表紙ナシ」「内裏図」「御陣立巻物」

総数 252件・427部 35件・67部

表1　Ａ「御側御書物目録」の内訳



徳
川
慶
勝
御
手
許
の
ペ
リ
ー
来
航
関
連
図
像
と
「
諸
品
新
聞
書
」

八
六

御
本
箱
」「
弓
矢
御
本
箱
」「
六
番
御
本
箱
」「
新
本
箱
」
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
の
は
、

看
過
で
き
な
い
違
い
で
あ
る
。
用
紙
は
一
〇
行
罫
紙
を
使
用
し
、
二
段
組
み
で
書
物
を

記
載
し
て
お
り
、
書
物
の
追
加
・
抹
消
な
ど
の
書
き
込
み
は
な
い
。
恐
ら
く
、
保
管
用

に
ま
と
め
ら
れ
た
目
録
で
は
な
い
か
。

先
に
、
Ｂ
「
御
側
御
書
物
目
録
」
の
作
成
時
期
を
求
め
る
の
は
難
し
い
と
指
摘
し

た
。
た
だ
、
旧
稿
で
は
、
安
政
三
年（
一
八
五
六
）五
月
前
ま
で
に
、
こ
の
目
録
が
作
成

さ
れ
た
も
の
と
見
た
。
も
と
よ
り
、
そ
れ
は
目
録
に
記
載
さ
れ
た
書
物
が
、
安
政
三
年

ま
で
に
慶
勝
の
手
許
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
、
目
録
を
ま
と
め
あ
げ
た
時
期

と
は
必
ず
し
も
重
な
ら
な
い
。
書
物
自
体
は
幕
末
期
に
集
積
し
た
と
し
て
も
、
目
録
の

作
成
が
そ
れ
以
降
で
あ
る
こ
と
は
当
然
あ
り
う
る
こ
と
で
、
事
実
、
慶
勝
の
筆
蹟
や
整

理
の
仕
方
、
文
庫
の
種
類
や
罫
紙
の
違
い
な
ど
か
ら
勘
案
す
る
と
、
幕
末
期
と
い
う
よ

り
明
治
以
降
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
み
た
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
旧
稿
の
指
摘

を
訂
正
し
て
お
き
た
い
。

参
考
ま
で
に
、
Ｂ
「
御
側
御
書
物
目
録
」
の
内
訳
を
表
2
に
示
し
た
。
Ｂ
に
は
書
物

の
部
数
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
総
数
は
計
れ
な
い
が
、
総
件
数
は
Ａ
よ
り
も
増

え
て
お
り
、
Ａ
以
降
の
御
文
庫
の
様
子
を
反
映
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
慶
勝
の
蔵
書
は
、
Ｃ
→
Ａ
→
Ｂ
→
Ｄ
の
順
で
目
録
を
検
討
す
る
こ
と

で
、
集
積
過
程
や
整
理
状
況
を
あ
る
程
度
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
い
え
る
。

（
二
）　

御
手
許
文
庫
所
収
の
絵
図

以
上
の
考
察
を
も
と
に
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
御
手
許
文
庫

所
収
の
絵
図
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

表
1
・
表
2
に
は
、
Ａ
・
Ｂ
の
「
御
側
御
書
物
目
録
」
に
含
ま
れ
る
絵
図
の
件
数（
お

御手許文庫名 総件数 絵図件数 絵図名
葵御箱（桐箱） 22件 1件 「水源村々略図」
馬御箱 27件 2件 「鶴画」「騎射小手画」
朱丸御本箱 46件 1件 「英人」
白丸御本箱 31件 2件 「国郡全図」「海国図絵」
轡印御本箱 32件 3件 「伊豆七嶋」「火輪船」「絵図品々」
黄丸御本箱 39件 1件 「海浅深図」
大御本箱 30件・70部 2件 「尾江茶席略図」「人物略画式」

弓矢御本箱 37件 25件
「浦賀異船」「外国旗印」「長沼軍法」「軍法」「師崎」「大日本海」「浦賀図」
「路程」「火輪船」「海岸略」「内裏」「フレガツト船」「蕃舟」「輿地」「備立」
「異品一巻」「異人巻物」「加奈川入津」「彼里」「行軍」「ケーキトイン戦船」
「諸画縮図」「騎射小手」「西洋舶図」「貌里瓦垤陣」

六番御本箱 5件 0件
銀之御箪笥入 8件 0件
用箱　在江戸 4件 1件 「尾下屋敷図」
別箱 3件4箱 3件 「清朝中外輿地全図」「江戸切絵図」「尾張領絵図」
波ノ御文庫 12件 0件
金ノ御箪笥入 60件 2件 「東海道御自画」「師崎海岸」
新本箱書画 15件

総数 371件 43件

表2　Ｂ「御側御書物目録」の内訳



徳
川
慶
勝
御
手
許
の
ペ
リ
ー
来
航
関
連
図
像
と
「
諸
品
新
聞
書
」

八
七

よ
び
部
数
）と
名
称
を
示
し
て
い
る
。
表
1
・
表
2
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
絵
図
の
追
加

集
積
や
、
収
納
場
所
の
移
動
な
ど
が
う
か
が
わ
れ
興
味
深
い
が
、
こ
こ
で
は
Ａ
の
内
容

を
示
し
た
表
1
に
基
づ
い
て
、
ペ
リ
ー
来
航
に
関
わ
る
絵
図
を
取
り
あ
げ
よ
う
。
そ
の

際
、
可
能
な
限
り
慶
勝
の
関
心
・
志
向
・
立
場
に
引
き
つ
け
て
、
慶
勝
の
手
許
に
あ
る

必
然
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、
絵
図
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

「
白
丸
印
御
本
箱
」
に
収
納
さ
れ
た
「
海
国
図
絵
」
は
、
の
ち
に
「
諸
品
新
聞
書
」

巻
三
と
改
称
す
る
図
像
集
で（
詳
細
は
旧
稿
参
照
の
こ
と
）、
厳
密
に
は
一
枚
物
で
は
な
く

冊
子
で
あ
る
が
、
絵
図
を
貼
り
付
け
た
も
の
と
し
て
数
に
加
え
た
。
貼
付
絵
図
の
詳
細

は
、
旧
稿
に
細
目
録
を
付
け
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

「
黄
丸
印
御
本
箱
」
に
収
納
さ
れ
た
「
内
海
深
浅
浜
浦
図
」
は
、読
み
方
「
う
ち
う
み

し
ん
せ
ん
は
ま
う
ら
の
づ
」
と
、
Ａ
目
録
に
付
さ
れ
て
い
る
。
九
六・一
×
六
五・七（
㎝
）

の
大
き
さ
で
あ
る
。
江
戸
内
海
は
も
と
よ
り
、
房
総
半
島
・
三
浦
半
島
・
伊
豆
半
島
・

八
丈
島
・
三
宅
島
な
ど
に
配
備
さ
れ
た
御
台
場
を
網
羅
的
に
記
し
、
御
台
場
間
の
距
離

も
示
し
た
摺
物
で
あ
る
。「
斯
図
、
水
路
ノ
遠
近
ヲ
一
目
ニ
瞭
然
タ
ル
コ
ト
ヲ
主
ト
シ
、

魚
猟
ニ
浮
遊
ス
ル
モ
ノ
浅
深
ヲ
知
ン
カ
為
ニ
ス
」
と
註
記
さ
れ
て
い
る
。
慶
勝
が
国
許

知
多
半
島
周
辺
の
海
防
だ
け
で
は
な
く
、
江
戸
湾
の
海
防
態
勢
に
も
意
を
用
い
て
い
た

こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
図
像
で
あ
る
。

つ
い
で
、「
分
銅
印
御
本
箱
」
に
収
納
さ
れ
る
「
迭
魯
多
児
船
軍
之
図
」
は
、
正

式
に
は
「
迭
魯
乙
多
児
…
」（
＝
デ
ロ
イ
テ
ル
）と
記
載
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。「
デ
ロ
イ

テ
ル
」
と
は
、
一
七
世
紀
中
葉
の
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
提
督
ミ
エ
ー
ル
・
デ
・
ロ
イ
テ
ル

（
一
六
〇
七
〜
七
六
）の
こ
と
。
一
六
七
二
〜
七
三
年
に
か
け
て
の
、
第
三
次
英
蘭
戦
争

に
お
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
フ
ラ
ン
ス
連
合
艦
隊
を
撃
破
し
た
海
戦
の

様
子
を
描
い
た
絵
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
旧
稿
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
慶
勝
が

大
船
に
強
い
関
心
を
持
ち
、
そ
の
建
造
論
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
絵
図
と
も
い

え
る
。
な
お
、
関
連
書
物
と
し
て
、「
轡
印
御
本
箱
」
に
「
迭
魯
乙
多
児
一
世
紀
」
が

収
納
さ
れ
て
い
る
。
慶
勝
が
、
関
連
文
書
ご
と
に
御
手
許
文
庫
を
整
理
・
収
納
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
文
庫
の
大
き
さ
が
関
係
す
る
の
か
ど

う
か
、
そ
の
意
図
は
つ
か
み
に
く
い
。

同
じ
御
文
庫
中
の
「
異
国
船
并
異
人
之
図
」
に
つ
い
て
は
、
表
紙
の
有
無
に
拘
わ
ら

ず
、
図
像
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

同
じ
く
「
御
陣
立
巻
物
」
は
、
尾
張
藩
で
実
施
さ
れ
て
い
た
軍
事
調
練
に
関
わ
る
も

の
か
。
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
は
、「
陣
立
図
」
が
多
数
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
本
図

が
「
巻
物
」
で
あ
る
の
が
手
掛
か
り
と
な
る
。
こ
の
点
、「
備
押
之
図
」（
一
三
〇
─
七
─

五
、
二
八
〇
・
五
×
二
七
・
三
㎝
）は
巻
物
に
該
当
す
る
。

特
筆
で
き
る
の
は
、「
朱
丸
星
黒
印
御
箱
」
に
二
四
件
・
五
五
部
も
の
絵
図
が
収
納

さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
表
1
に
示
し
た
ご
と
く
、
部
数
六
一
部
の
う
ち
、
絵
図
が

五
五
部
と
あ
る
の
で
、こ
の
箱
は
絵
図
専
用
の
そ
れ
で
あ
っ
た
と
見
な
せ
る
。
し
か
も
、

ペ
リ
ー
来
航
関
連
図
像
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
章
を
改
め
て
検
討

し
よ
う
。

な
お
、
ペ
リ
ー
来
航
関
連
と
は
い
え
な
い
が
、「
黄
丸
印
御
本
箱
」
所
収
の
「
見
微

鏡
小
蟲
真
図
」
に
つ
い
て
、
言
及
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
、
恐
ら
く
当
研
究
所
所
蔵

「
群
虫
真
景
」（
折
本
、
旧
蓬
左
一
二
六
─
一
二
三
）に
相
当
す
る
も
の
で
、
実
際
に
顕
微
鏡
を

使
っ
て
ハ
エ
や
ク
モ
な
ど
の
小
動
物
を
観
察
し
、
模
写
し
た
絵
が
写
実
的
に
、
ま
さ
に

「
真
」
に
迫
っ
て
描
か
れ
て
い
る
博
物
画
で
あ
る
。
絵
自
体
は
慶
勝
の
筆
と
は
考
え
に
く

い
も
の
の
、
虫
の
名
前
な
ど
の
詞
書
き
は
慶
勝
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
頁
を
繰
る
と
、

慶
勝
と
同
時
代
に
生
き
た
チ
ョ
ウ
・
ガ
・
ト
ン
ボ
・
ミ
ノ
ム
シ
な
ど
が
、
押
し
花
な
ら

ぬ
“
押
し
虫
”
の
よ
う
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
標
本
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
慶
勝
の
「
写

真
」
探
究
の
一
環
で
収
集
・
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
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）
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八
八

「
真
」
に
迫
ろ
う
と
し
た
姿
勢
は
、小
動
物
に
向
け
ら
れ
た
だ
け
で
は
な
い
。
ペ
リ
ー

来
航
を
視
覚
的
に
捉
え
よ
う
と
し
た
こ
と
、
関
心
の
あ
る
大
船
図
像
を
収
集
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
そ
の
構
造
を
細
部
に
わ
た
る
ま
で
把
握
し
よ
う
と
し
た
こ
と（
後
述
）、
こ

れ
ら
も
そ
の
姿
勢
に
直
結
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
慶
勝
に
と
っ
て
は
、
こ
の
延

長
線
上
に
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

二　
「
朱
丸
星
黒
印
御
箱
」
の
構
造
と
所
収
絵
図

表
3
は
、
Ａ
「
御
側
御
書
物
目
録
」
に
記
載
の
「
朱
丸
星
黒
印
御
箱
目
録
」
を
一
覧

に
し
、
所
蔵
先
と
史
料
番
号
を
明
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
標
題
を
色
づ
け
し
た
も
の
が

絵
図
な
の
で
、
こ
の
「
御
箱
」
に
収
納
さ
れ
て
い
た
ほ
と
ん
ど
が
、
絵
図
で
あ
っ
た
こ

と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

表
3
に
は
、
Ｃ
「
目
録
」
に
記
載
さ
れ
た
情
報
を
一
部
示
し
て
い
る
。
Ｃ
の
頭
註
に

「
○
」
印
な
ど
が
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、「
朱
丸
星
黒
印
御
箱
」
収
納

の
蔵
書
に
は
「
※
」
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
表
3
で
い
え
ば
、
①
か
ら
⑬
が
そ
れ
に
該

当
す
る
。

二
重
線
は
、
Ｃ
「
目
録
」
に
お
け
る
記
載
状
況
の
違
い
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
も
前
述
し
た
と
お
り
、
Ｃ
は
書
物
の
追
加
状
況
が
う
か
が
え
る
目
録
で
あ
っ
た
。
つ

ま
り
、
Ｃ
で
は
、
表
中
の
①
か
ら
⑦
を
ま
と
め
て
列
記
し
た
あ
と
、
白
丸
印
や
黄
丸
印

な
ど
、
他
の
御
手
許
文
庫
に
所
収
さ
れ
た
書
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、「
別

箱
」
と
い
う
項
目
に
記
載
さ
れ
て
い
た
六
八
件
の
う
ち
、
⑧
か
ら
⑬
の
絵
図
六
件
を

「
朱
丸
星
黒
印
御
箱
」
に
収
納
す
る
指
示
書
き
が
、
印
や
文
字
な
ど
で
示
さ
れ
て
い
る
。

つ
い
で
、「
黒
朱
二
重
丸
御
箱
追
加
」
と
い
う
項
目
が
立
て
ら
れ
、
新
た
に
集
積
し

た
絵
図
な
ど
⑭
か
ら
㉘
を
「
朱
丸
星
黒
印
御
箱
」
に
収
納
す
る
旨
、
明
記
さ
れ
て
い
る
。

要
す
る
に
、「
朱
丸
星
黒
印
御
箱
」
は
、
二
回
に
わ
た
っ
て
書
物（
絵
図
）が
集
積
さ
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る（
㉙
に
つ
い
て
は
不
明
）。
こ
う
し
た
事
実
か
ら
、
慶
勝
が
海
防
・
軍
事

や
ペ
リ
ー
来
航
に
関
わ
る
絵
図
を
一
括
し
て
整
理
し
よ
う
と
し
た
意
図
を
う
か
が
え
る
。

冒
頭
で
も
指
摘
し
た
通
り
、
慶
勝
の
御
手
許
文
庫
に
収
納
さ
れ
て
い
た
絵
図
で
、「
諸

画
縮
図
」（
→
「
諸
品
新
聞
書
」）に
貼
り
付
け
ら
れ
た
も
の
も
、
表
3
の
備
考
欄
に
示
し

た
。「
朱
丸
星
黒
印
御
箱
」
所
収
の
絵
図
で
は
、
⑤
「
遍
法
銃
車
」（
遍
放
銃
車
図
）、
⑫

「
日
本
製
バ
ツ
テ
ー
ラ
」、
㉓
「
ク
シ
ユ
ン
コ
タ
ン
台
場
之
図
」
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。

㉒
「
品
川
築
嶋
之
図
」
や
㉗
「
柳
都
海
岸
略
図
」
は
、
同
様
の
絵
図
を
「
諸
画
縮
図
」

か
ら
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
単
体
で
存
在
す
る
も
の
を
所
蔵
先
に
示
し
た
。

そ
れ
で
は
、「
朱
丸
星
黒
印
御
箱
」
所
収
の
絵
図
の
い
く
つ
か
を
具
体
的
に
見
て
み

よ
う
。
分
析
視
点
は
、
先
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

③
「
陣
立
」
の
帙
に
は
、
収
納
先
の
朱
丸
黒
印
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
目
録
に
は

「
十
二
枚
」
と
記
載
さ
れ
る
が
、
実
際
は
一
二
冊
の
折
本
で
あ
る
。
表
紙
が
、
第
一
章

で
指
摘
し
た
Ａ
「
御
側
御
書
物
目
録
」
と
全
く
同
じ
亀
甲
状
の
紋
様
が
配
列
さ
れ
た
も

の
で
、
慶
勝
の
所
持
品
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
。
事
実
こ
れ
は
、
慶
勝
自
身
が
書
き

付
け
た
折
本
で
、
こ
こ
に
は
「
船
軍
」「
魚
鱗�

衡
軛
」「
立
花
」
な
ど
、
中
国
の
兵
法

に
よ
る
陣
形
が
描
か
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
「
船
軍
」
と
あ
る
こ
と
で
、
尾
張
藩

で
実
施
し
て
い
た
知
多
半
島
で
の
水
軍
調
練
に
も
無
関
係
と
は
い
え
ま
い
。
そ
の
他
、

調
練
で
は
江
戸
の
戸
山
屋
敷
に
お
け
る
実
施
記
録
も
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
と

も
関
わ
る
絵
図
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

⑥
「
師
崎
図
」
は
二
点
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
標
題
は
異
な
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、
題

簽
に
慶
勝
の
筆
で
「
師
崎
内
外
」（
旧
蓬
左
一
二
六
─
一
九
八
、
八
八
・
四
×
七
五
・
五
㎝
）と

書
か
れ
た
も
の
、
も
う
一
つ
は
、
同
じ
く
慶
勝
の
手
で
「
師
崎
図
」（
旧
蓬
左
一
二
六
─

一
九
九
、
一
一
七
・
七
×
一
一
一
・
六
㎝
）と
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
も
に
絵
図
の
裏

（
11
）

（
12
）

（
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）
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八
九

番号 印 標題 数 所蔵先・史料番号 備考
① ※ 大日本海 1 林政史（旧蓬左36-128）
② ※ 外夷旗章 5
③ ※ 陣立　帙入 12枚 蓬左133-11
④ ※ 丙丁録　 1 蓬左148-1
⑤ ※ 遍法銃車　 1 林政史（旧蓬左126-64） 「諸画縮図」（「諸品」巻一）貼付
⑥ ※ 師崎図　 2 林政史（旧蓬左126-198・199）
⑦ ※ 蘭船　 1 蓬左36-132

「
別
箱
」

⑧ ※ 火輪船　 1 蓬左36-127 標題は「火輪船略図」
⑨ ※ 西洋舶半裁図解 1 林政史（旧蓬左126-168）
⑩ ※ 異船絵図面 1袋
⑪ ※ 蕃舶之図�袋入 4 蓬左1025
⑫ ※ 日本製バツテーラ 1 林政史（旧蓬左126-64） 「諸画縮図」（「諸品」巻一）貼付
⑬ ※ 浦賀之図　 2

追
加
分

⑭ 墨夷之図 1 蓬左36-123 標題は「アメリカ人図」
⑮ 異品 1 蓬左36-121
⑯ 米利幹舶八艘加奈川入津之図 1
⑰ 異人行列 1
⑱ 亜墨利加一条内密書 1 林政史（旧蓬左126-178）
⑲ 蝦夷図　 5枚
⑳ 御備立 5枚 図4枚・書付1枚（C「目録」より）
㉑ 異国船警衛之図 5枚
㉒ 品川築嶋之図 1枚 蓬左830 ？ 「諸画縮図」（「諸品」巻一）にも貼付
㉓ クシユンコタン台場之図 1枚 林政史（旧蓬左126-64） 「諸画縮図」（「諸品」巻二）貼付
㉔ 算術九之帰法 1枚
㉕ 路程便覧 1枚 蓬左36-158 標題は「関東八州路程便覧」
㉖ 御餞別御出来物覚 1枚
㉗ 柳都海岸略図 1枚 蓬左1023 「諸画縮図」（「諸品」巻一）にも貼付
㉘ 桑名侯上書 1

㉙ 日本輿地全図 1 蓬左36-156

表3　朱丸星黒印御箱目録

「数」の単位は史料表記のままとした。
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新
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九
〇

表
紙
に
朱
丸
黒
印
が
付
さ
れ
て
い
る
。
師
崎
は
知
多
半
島
の
先
端
に
あ
っ
た
村
名
で
あ

る
が
、「
師
崎
内
外
」
の
図
は
、
必
ず
し
も
知
多
半
島
を
中
心
と
し
た
絵
図
で
は
な
く
、

む
し
ろ
、
伊
勢
湾
に
浮
か
ぶ
菅
島
・
答
志
島
・
坂
手
島
へ
の
砲
台
配
備
な
ど
の
様
子
を

描
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
志
摩
国
鳥
羽
藩
の
海
防
態
勢
の
一
端
を
示
し
た
絵
図
な
の
で

あ
る
。
神
島
周
辺
の
海
に
は
「
此
辺
深
ク
五
十
丈
余
」、「
此
辺
大
船
ハ
先
ヘ
不
通
」
な

ど
と
、
大
船
が
往
来
可
能
か
ど
う
か
に
注
目
し
た
記
載
も
あ
る
。

一
方
の
「
師
崎
図
」
も
知
多
半
島
だ
け
で
は
な
く
、
三
州
・
勢
州
の
海
岸
線
と
三
河

湾
・
伊
勢
湾
の
島
々
を
記
し
て
、
船
着
場
ま
で
の
距
離
を
示
す
と
と
も
に
、
海
底
の
深

浅
を
表
し
た
絵
図
で
あ
る
。
こ
の
二
点
は
、
慶
勝
が
海
底
の
深
さ
に
意
を
配
っ
て
い
た

こ
と
、
他
藩
の
海
防
状
況
を
把
握
し
た
上
で
、
広
い
視
野
を
持
っ
て
、
知
多
半
島
の
海

防
態
勢
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
絵
図
な
の
で
あ
る
。

西
洋
船
へ
の
関
心
は
、
⑦
「
蘭
船
」
や
⑧
「
火
輪
船
」
の
存
在
か
ら
も
う
か
が
え

る
。「
火
輪
船
」
と
は
蒸
気
船
を
意
味
し
て
い
る
。
⑨
「
西
洋
舶
半
裁
図
解
」（
二
〇
三
・
五

×
七
九
・
五
㎝
）は
、
Ａ
目
録
で
「
せ
い
よ
ふ
は
く
は
ん
さ
い
づ
し
き
」
と
ふ
り
が
な
が

振
ら
れ
て
い
る
図
像
で
、
文
字
通
り
、
西
洋
船
を
半
分
に
割
っ
て
内
部
構
造
を
詳
細
に

図
解
し
た
も
の
で
あ
る
。
船
体
部
位
名
と
図
と
が
照
合
で
き
、
ま
さ
に
慶
勝
が
、
西
洋

船
の
“
実
態
”（
＝
「
真
」
の
姿
）を
細
部
に
わ
た
っ
て
観
察
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
図
像
で
あ
る
。

⑩
「
異
船
絵
図
面
」
は
、
図
像
を
特
定
す
る
の
が
難
し
い
。
目
録
に
「
一
袋
」
と
あ

る
の
で
、
雑
多
に
袋
入
り
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
な
か
の
一
部
は
、「
諸

画
縮
図
」（「
諸
品
新
聞
書
」）に
貼
り
付
け
ら
れ
た
絵
図
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
⑪
「
蕃
舶
之
図�

袋
入
」（
四
点
）は
、
図
像
の
特
定
が
可
能
で
、
包
紙

と
も
ど
も
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
包
紙
に
は
慶
勝
の
筆
で
「
蕃
舶

之
図
」
と
あ
る
。
図
の
内
訳
は
、
ａ
「
軍
艦
凡
型
」（
三
九
・
〇
×
二
六
・
九
㎝
）、
ｂ
「
軍

（
14
）

船
ニ
候
哉
如
此
之
船
壱
艘
相
見
へ
候
由
」
と
記
載
の
あ
る
も
の（
三
八
・
八
×
二
七
・
〇

㎝
）、
ｃ
「
蒸
気
船
凡
型
」
と
標
題
が
あ
る
も
の（
三
八
・
八
×
二
七
・
九
㎝
）。
ｄ
は
標
題

が
な
く
、「
日
本
之
銅
瓦
ノ
如
ク
鐡
ノ
板
ヲ
以
、
総
躰
無
残
所
張
有
之
」、「
総
長
サ

五
六
十
間
」
と
註
記
が
あ
る
蒸
気
船
で
あ
る（
四
三
・
〇
×
三
一
・
〇
㎝
）。
四
図
は
、
蒸
気

船
二
隻
と
軍
船
二
隻
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
嘉
永
六
年（
一
八
五
三
）の
ペ
リ
ー
艦
隊
を

実
見
し
た
も
の
か
。
た
だ
し
、
絵
図
の
作
者
は
不
詳
。
当
時
、
慶
勝
は
国
許
に
い
た

が
、
何
時
、
い
か
な
る
ル
ー
ト
で
収
集
し
た
の
か
、
現
状
で
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
な

お
、
ａ
・
ｂ
・
ｃ
と
同
じ
絵
図
が
、「
諸
画
縮
図
」
巻
二（「
諸
品
新
聞
書
」
巻
二
）に
貼
り

付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
慶
勝
は
同
じ
図
像
を
複
数
所
持
し
て
い
た
こ
と
と
な
る
。

⑭
「
墨
夷
之
図
」、
⑮
「
異
品
」
は
、
嘉
永
七
年
の
ペ
リ
ー
再
来
航
に
関
わ
る
図

像
で
あ
る
。
と
も
に
巻
子
仕
立
て
で
、
⑭
は
七
九
一
・
〇
×
二
八
・
四（
㎝
）、
⑮
は

六
七
九
・
八
×
二
六
・
五（
㎝
）の
大
き
さ
で
あ
る
。

⑭
の
題
簽
に
「
ア
メ
リ
カ
人
図
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
人
士
官
が
中
心
で
、

な
か
に
は
「
ア
ー
ダ
ム
ス
小
柳
ノ
腹
ヲ
ヲ
シ
試
ム
ル
図
」「
ア
ー
タ
ム
ス
相
撲
象
ヶ
鼻

ノ
持
運
フ
米
俵
ヲ
揚
ケ
ン
ト
ス
ル
図
」「
異
人
相
撲
見
物
之
図
」
な
ど
も
描
か
れ
て
い

る（
図
3
）。
こ
の
画
題
は
、
再
来
航
の
際
に
ア
メ
リ
カ
人
か
ら
贈
ら
れ
た
電
信
機
や
機

関
車
な
ど
に
対
し
て
、
日
本
か
ら
返
礼
と
し
て
贈
ら
れ
た
品
々
と
関
わ
っ
て
い
る
。
日

本
の
返
礼
品
に
は
、
漆
器
類
や
絹
織
物
が
多
か
っ
た
が
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
そ
の
中
に
は
食
糧
品
と
し
て
米
俵
二
〇
〇
俵
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
米
俵
を
持

ち
運
ん
だ
の
が
、
こ
こ
に
登
場
す
る
相
撲
取
り
た
ち
で
あ
っ
た
。

で
は
、
慶
勝
は
こ
の
画
題
の
意
味
を
理
解
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
慶
勝
は
、

こ
の
絵
巻
の
ほ
か
に
も
、
表
3
⑱
「
亜
墨
利
加
一
条
内
密
書
」
を
入
手
し
て
、
下
記
に

示
し
た
よ
う
な
状
況
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
て
い
た
。

右
船
中
之
惣
異
人
江
被
下
品
之
内
、
御
米
五
斗
入
俵
之
由
、
弐
百
俵
程
仮
家
前
左

（
15
）

（
16
）
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九
二

り
脇
小
土
手
際
江
積
上
ケ
有
之
候
由
之
処
、
異
人
上
中
官
応
接
所
江
通
り
候
以
後

ニ
も
候
哉
、
兼
而
御
呼
寄
ニ
相
成
居
候
相
撲
共
、
素
裸
取
廻
シ
ニ
而
出
立
、
右
弐
百

俵
程
之
御
米
、
壱
人
弐
俵
ツ
ヽ
両
手
ニ
携
、
或
ひ
ハ
肩
ニ
懸
、
又
者
御
米
積
上
ケ

候
俵
抔
江
上
リ
、
陸
地
ニ
罷
在
候
相
撲
共
之
内
江
投
与
へ
抔
致
、
皆
々
異
人
乗
来

候
ハ
ツ
テ
イ
ラ
際
浜
手
迄
運
送
い
た
し
、
異
人
江
相
渡
候
由
之
処
、
右
異
人
共
壱

俵
ニ
両
三
人
懸
り
ニ
而
端
船
江
釣
込
候
由
、
其
後
応
接
仮
家
後
ロ
之
方
ニ
土
俵
場
を

為
設
、
同
所
お
い
て
俗
ニ
幕
之
内
与
相
唱
候
相
撲
共
、
小
柳
常
吉
を
初
メ
、
三
人

請
或
ひ
ハ
弐
人
請
抔
与
申
相
撲
稽
古
取
抔
、
対
（
井
戸
覚
弘
）

馬
守
初
好
之
由
ニ
而
相
始
、
使
節

其
外
上
官
之
分
仮
家
裏
窓
ゟ
見
物
為
致
、
異
人
共
儀
も
暫
興
ニ
入
候
躰
哉
ニ
而
詠

居
候
由

こ
の
絵
以
外
に
も
、
ペ
リ
ー
以
下
将
官
の
半
身
像
、
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
シ
ョ
ー
図
、
国

旗
や
楽
器
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
器
具
も
雑
多
に
描
か
れ
て
い
る
。
横
浜
で
行
わ
れ
た
調

練
に
関
す
る
図
像
も
あ
り
、
そ
れ
に
は
「
士
大
将
コ
ン
マ
ン
ダ
ン
ト�

歳
六
十
計
リ�

丈

六
尺
タ
ラ
ズ　

調
練
指
揮
之
図
」
と
標
題
が
あ
り
、「
甲
寅
三
月
上
浣
写
金
河
僑
居　

藍
橋
」
と
、
嘉
永
七
年
三
月
上
旬
に
神
奈
川
の
仮
宅
で
「
藍
橋
」
な
る
も
の
が
写
し
た

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
藍
橋
」
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。
後
考
を
俟
ち
た
い
。

ま
た
、
横
浜
応
接
所
の
見
取
図
も
画
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
横
浜
開
港
資
料
館
所
蔵

「
黒
船
来
航
画
巻
」
と
同
様
の
構
図
で
、
幕
府
役
人
の
配
置
も
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。

他
の
絵
も
何
ら
か
の
原
図
を
も
と
に
模
写
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
絵
の
筆
致
も
異

な
る
こ
と
か
ら
、
複
数
の
者
が
制
作
に
関
わ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
相
撲
の
取
り
組
み
に
驚
嘆
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
人
の
様
子（
図

3
）や
、
図
4
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
絵
巻
は
、
ア
メ
リ
カ
人
に
対
す
る
日

本
人
の
あ
る
種
の
偏
見
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い（
特
に
目
の
表

情
）。
ア
メ
リ
カ
人
と
直
接
面
会
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
慶
勝
だ
け
に
、
視
覚
に
訴
え

（
17
）

図4　「アメリカ人図」（部分）　名古屋市蓬左文庫所蔵
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た
絵
巻
は
、
か
え
っ
て
強
く
心
に
刻
ま
れ
、
そ
の
対
外
意
見
に
も
影
響
を
与
え
ず
に
は

お
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

次
に
⑮
「
異
品
」
を
見
よ
う
。
題
簽
に
は
「
ア
メ
リ
カ
人
衣
冠
図
」
と
あ
る
が
、「
異

品
」
と
い
う
標
題
が
、
直
接
巻
子
に
書
か
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
お
よ
そ
以
下
の
六
つ

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

（
1
）「
亜
墨
利
加
人
衣
冠
其
外
共
凡
之
図
画
」

「
使
節
冠
之
」「
指
揮
冠
」「
海
軍
冠
」「
上
官
冠
常
用
」「
下
官
常
冠
」「
水
主

冠
」「
腰
差
小
銃
」「
釼
筒
差
」「
釼
」「
楽
器
ノ
内
太
鼓
」「
小
太
鼓
」「
大
小

太
鼓
バ
チ
」「
ジ
ヤ
ガ
ラ
」「
笛
」「
上
官
衣
」「
指
揮
衣
」「
海
軍
士
衣
」「
童

子
衣
」「
下
官
衣
」「
股
引
」「
鞋
」
な
ど

（
2
）「
異
人
ヨ
リ
公
義

（
マ
マ
）江
献
上
物
」

「
農
具
」「
農
具
ノ
内�

ト
ウ
ミ
」「
テ
レ
ガ
ラ
フ（
電
信
機
）」「
蒸
気
車
」（
炭
水

車
・
客
車
と
も
）「
農
具
ノ
内�

鋤
・
鍬
」「
紅
バ
ツ
テ
イ
ラ（
救
命
艇
）」
な
ど

（
3
）「
献
上
品
ニ
テ
ハ
ナ
シ
」

「
刃
モ
ノ
ヲ
ト
グ
ニ
用
ル（
砥
石
器
）」「
バ
ツ
テ
イ
ラ
カ
イ（
櫂
）」「
船
印（
国

旗
）」「
水
入（
樽
）」

（
4
）「
諸
冠
頭
上
ノ
図
」　

＊（
1
）に
洩
れ
た
も
の
を
描
く

「
海
軍
士
衣
前
向
ノ
図
」「
同�

股
引
」

（
5
）ペ
リ
ー
艦
隊

「
ホ
ウ
ハ
タ
ン
蒸
気
使
節
船（
ポ
ー
ハ
タ
ン
号
）」「
セ
チ
ク
イ
ン
ナ（
サ
ス
ケ
ハ

ナ
号
）」「
ミ
ス
シ
ス
シ
ツ
ピ（
ミ
シ
シ
ッ
ピ
号
）」「
レ
キ
ス
ン
タ
ン（
レ
キ
シ
ン
ト

ン
号
）」

（
6
）「
武
州
久
良
岐
郡
横
浜
村
応
接
所
仮
家�

異
人
上
陸
ノ
略
図
」

こ
の
よ
う
に
、
⑮
「
異
品
」
に
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
軍
服
・
軍
帽
や
献
上
品
、
ペ
リ
ー

艦
隊
な
ど
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る（
図
5
・
口
絵
3
）。
⑭
と
は
対
照
的
に
、
こ
こ
に
は

人
は
描
か
れ
ず
、
ア
メ
リ
カ
人
の
文
明
・
風
俗
に
関
わ
る
モ
ノ
が
中
心
で
あ
る
。
西
洋

軍
艦
は
も
と
よ
り
、
電
信
機
や
蒸
気
車
な
ど
の
機
械
製
品
は
、
慶
勝
の
関
心
を
引
い
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
異
品
」
と
同
じ
図
柄
の
白
描
図
を
「
諸
品
新
聞
書
」
巻
二（「
諸

画
縮
図
」
巻
二
）の
中
か
ら
複
数
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
御
手
許
文
庫
所
収
の
絵
図

が
「
諸
画
縮
図
」
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
た
事
実
を
踏
ま
え
れ
ば
、
相
互
に
関
連
性
が

あ
っ
て
然
る
べ
き
だ
が
、
こ
の
白
描
図
は
、
実
は
同
じ
図
柄
の
も
の
が
何
枚
も
存
在
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
同
じ
図
像
が
何
枚
も
あ
る
の
か
。
次
章
で
は
、
改
め
て
「
諸

品
新
聞
書
」
所
収
絵
図
に
注
目
し
、
と
り
わ
け
、「
異
品
」
で
描
か
れ
た
図
像
に
類
似

す
る
白
描
図
を
検
討
し
て
み
た
い
。

三　
「
諸
品
新
聞
書
」
所
収
絵
図
と
水
野
正
信
「
青
窓
紀
聞
」

「
諸
品
新
聞
書
」
巻
二（「
諸
画
縮
図
」
巻
二
）に
は
、
同
じ
画
題
を
描
い
た
図
像
が
複

数
存
在
す
る
。

ａ
「（
ア
メ
リ
カ
人
軍
服
・
軍
帽
図
）」　

三
枚

ｂ
「（
ア
メ
リ
カ
人
軍
服
・
蒸
気
船
部
分
・
バ
ッ
テ
イ
ラ
図
）」　

二
枚

ｃ
「
軍
船
図
」　

二
枚

ｄ
「
蒸
気
船
使
節
船
」　

三
枚

ｅ
「（
ボ
ー
ト
砲
図
ほ
か
）」　

二
枚

ｆ
「
献
上
船
形
大
略（
バ
ッ
テ
イ
ラ
船
三
艘
）」　

二
枚

ｇ
「
軍
船
略
図
」　

三
枚

ｈ
「（
横
浜
応
接
図
）」　

三
枚
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川
慶
勝
御
手
許
の
ペ
リ
ー
来
航
関
連
図
像
と
「
諸
品
新
聞
書
」

九
五

図
6　
ａ
「（
ア
メ
リ
カ
人
軍
服
・
軍
帽
図
）」

　
ｂ
「（
ア
メ
リ
カ
人
軍
服
・
蒸
気
船
部
分
・
バ
ッ
テ
イ
ラ
図
）」 巻
二
─
40

巻
二
─
8

巻
二
─
44

a

巻
二
─
46

巻
二
─
43

b
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川
慶
勝
御
手
許
の
ペ
リ
ー
来
航
関
連
図
像
と
「
諸
品
新
聞
書
」

九
六

ｉ
「（
横
浜
応
接
見
取
図
）」　

二
枚

こ
の
う
ち
、
ａ
と
ｂ
の
図
像
を
図
6
に
例
示
し
た
。
ａ
は
ア
メ
リ
カ
士
官
が
描
か
れ

て
い
な
い
も
の（
巻
二
─
8
）も
あ
る
が
、
類
似
の
も
の
と
み
な
し
た
。
な
お
、
ハ
イ
フ

ン
の
あ
と
の
数
字
は
「
諸
品
新
聞
書
」
の
細
目
番
号
で
あ
る（
旧
稿
参
照
）。
巻
二
─
44

は
朱
色
を
施
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
も
、
上
記
に
示
し
た
よ
う
に
軍
船

図
や
横
浜
応
接
図
な
ど
、
同
じ
図
柄
を
描
い
た
白
描
図
が
複
数
枚
あ
る
。
詞
書
き
も
ほ

と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
旧
稿
執
筆
時
に
は
、そ
の
理
由
が
判
然
と
し
な
か
っ
た
の
だ
が
、

前
章
で
取
り
あ
げ
た
「
異
品
」
制
作
と
関
連
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

例
え
ば
、
複
数
の
白
描
図
を
、「
異
品
」
の
よ
う
に
彩
色
さ
れ
、
鑑
賞
用
に
供
さ
れ
た

巻
物
の
下
絵
・
手
本
と
し
て
見
な
す
可
能
性
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
白
描
図
の
数
々

は
、
慶
勝
の
命
で
「
異
品
」
制
作
に
当
た
っ
た
絵
師
や
そ
の
関
係
者
た
ち
が
残
し
た
も

の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
そ
れ
に
し
て
も
同
じ
白
描
図
を
何
枚
も
所
持
し
、
し

か
も
、
全
く
脈
絡
な
く
貼
付
し
て
い
く
慶
勝
の
意
図
を
論
理
的
に
説
明
す
る
こ
と
は
、

な
か
な
か
難
し
い
。
現
状
で
は
実
証
に
は
至
ら
な
い
が
、
一
つ
の
仮
説
と
し
て
指
摘
し

て
お
き
た
い
。

さ
ら
に
、
こ
の
白
描
図
と
同
様
の
図
像
を
、
水
野
正
信
「
青
窓
紀
聞
」
全
二
〇
四
冊

（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
、
三
三
─
三
）の
中
か
ら
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
、
注

目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

周
知
の
通
り
、
水
野
正
信（
文
化
二
年〔
一
八
〇
五
〕〜
明
治
二
年〔
一
八
六
九
〕）は
、
尾
張

家
の
重
臣
大
道
寺
家（
三
五
〇
〇
石
）の
用
人
を
勤
め
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

否
、
用
人
と
し
て
の
活
動
よ
り
も
、
文
化
年
間
か
ら
明
治
初
年
ま
で
の
世
相
・
政
治
・

社
会
情
報
を
収
集
・
筆
写
し
た
“
記
録
者
”
と
し
て
の
姿
の
ほ
う
が
有
名
で
あ
る
。
友

人
で
も
あ
っ
た
儒
者
の
細
野
要
斎
に
よ
れ
ば
、「
正
信
常
に
当
世
の
見
聞
を
筆
記
す
る

を
以
て
楽
と
し
、
昼
夜
筆
を
把
て
間
断
な
し
…
夜
半
或
は
早
晩
の
差
別
も
な
く
、
睡
眠

は
少
時
に
し
て
其
余
は
筆
を
放
た
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
正
信
は
筆
が
体
の
一
部
で
あ

る
か
の
よ
う
に
、
当
世
の
政
治
・
社
会
情
勢
を
書
き
留
め
、
こ
れ
を
整
理
し
な
が
ら
、

友
人
た
ち
と
共
有
す
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。「
青
窓
紀
聞
」
二
〇
四
冊

（
巻
一
欠
本
）は
、
そ
の
膨
大
な
記
録
の
一
部
で
あ
り
、
研
究
史
上
そ
れ
ら
は
「
風
説
留
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

木
村
慎
平
氏
に
よ
れ
ば
、「
青
窓
紀
聞
」
の
内
容
は
、
ペ
リ
ー
来
航
以
前
は
尾
張
の

ロ
ー
カ
ル
な
記
事
が
中
心
で
、
記
述
量
も
年
平
均
一
冊
強
、
多
い
年
で
も
三
冊
程
度
で

あ
っ
た
の
が
、
嘉
永
六
年（
一
八
五
三
）の
ペ
リ
ー
来
航
を
期
に
記
述
量
は
一
気
に
増
加

し
、
嘉
永
六
年
は
一
二
冊
、
以
降
は
年
平
均
一
〇
冊
弱
に
な
る
と
い
う
。
再
来
航
も
合

わ
せ
る
と
、
ペ
リ
ー
来
航
関
連
記
事
は
全
一
六
冊
に
も
及
ぶ
。
ペ
リ
ー
来
航
以
降
の
幕

末
動
乱
期
は
、
正
信
の
晩
年
期
五
〇
〜
六
〇
歳
代
に
あ
た
る
が
、
彼
に
と
っ
て
年
齢
は

全
く
無
関
係
、
知
的
好
奇
心
が
満
た
さ
れ
る
極
め
て
充
実
し
た
時
代
で
あ
っ
た
に
違
い

な
い
。
膨
大
な
筆
写
量
が
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。

そ
の
う
ち
の
巻
五
九
「
甲
寅
之
五　

米
船
渡
来
之
五　

諸
図
」
を
繙
く
と
、
以
下
の

図
像
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「
軍
船
略
図
」
※

「
軍
船
図
」
※

「
蒸
気
船
使
節
船
」
※

「（
横
浜
応
接
所
図
）」
※

「（
横
浜
応
接
見
取
図
）」
※

「（
ア
メ
リ
カ
人
軍
服
・
軍
帽
図
）」
※

「（
ア
メ
リ
カ
人
軍
服
・
蒸
気
船
部
分
・
バ
ッ
テ
イ
ラ
図
）」
※

「（
梯
子
・
縄
車
輪
・
箱
図
）」
※

「
進
献（
ボ
ー
ト
砲
ほ
か
）」
※ （
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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徳
川
慶
勝
御
手
許
の
ペ
リ
ー
来
航
関
連
図
像
と
「
諸
品
新
聞
書
」

九
八

「
進
献
之
船
形
大
略（
バ
ッ
テ
イ
ラ
船
三
艘
）」
※

「
西
蕃
ト
ン
ク
ル
パ
ー
ル
」

「
エ
レ
キ
テ
ル
セ
テ
レ
ガ
ラ
ー
フ
之
図（
電
信
機
図
）」

「
米
利
堅
人
之
名
刺
」

「
蒸
気
車
之
図
」

「
亜
墨
利
加
人
墓
碑
」

「
米
利
堅
人
二
月
十
九
日
横
浜
お
ゐ
て
進
退
繰
練
之
図
」

こ
の
う
ち
、「
諸
品
新
聞
書
」
所
収
の
絵
図
と
同
じ
図
柄
の
も
の
に
※
印
を
付
け
た
。

図
7
に
「（
ア
メ
リ
カ
人
軍
服
・
軍
帽
図
）」「（
ア
メ
リ
カ
人
軍
服
・
蒸
気
船
部
分
・

バ
ッ
テ
イ
ラ
図
）」
を
示
し
た
。
図
6
と
全
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る（
口
絵

4
）。
絵
に
註
記
さ
れ
て
い
る
詞
書
き
も
見
事
に
共
通
し
て
い
る
。「
諸
品
新
聞
書
」
所

収
の
絵
図
と
の
違
い
は
、
正
信
の
場
合
、
絵
図
を
貼
り
付
け
て
い
る
の
で
は
な
く
、
冊

に
直
接
描
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
筆
ま
め
な
正
信
の
真
骨
頂
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。そ

れ
で
は
、
水
野
正
信
は
こ
の
原
図
を
ど
こ
か
ら
入
手
し
た
の
か
。
そ
れ
は
、
嘉
永

六
年
一
〇
月
二
四
日
に
、
主
人
大
道
寺
直
寅（
御
年
寄
加
判
）に
同
道
し
て
江
戸
に
下
向

し
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
翌
七
年
に
な
っ
て
も
、
正
信
は
江
戸
に
滞
在

し
、
こ
の
間
尾
張
藩
築
地
屋
敷
の
御
固
め
の
様
子
や
沿
岸
部
の
周
辺
大
名
屋
敷
の
様
子

を
名
古
屋
在
住
の
家
族
宛
に
認
め
て
い
る
の
で
、
江
戸
滞
在
中
に
何
ら
か
の
原
図
を
手

に
入
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
当
世
の
社
会
情
勢
に
強
い
関
心
を
持
ち
、
情
報
収
集
を

常
と
し
て
い
た
正
信
で
あ
れ
ば
、
当
然
入
手
し
う
る
図
像
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
何
時
、

何
処
で
、
誰
か
ら
得
た
の
か
、
残
念
な
が
ら
「
青
窓
紀
聞
」
か
ら
は
判
明
し
な
い
。
こ

の
点
に
関
し
て
は
、
今
後
も
追
究
し
て
い
き
た
い
。

水
野
が
収
集
し
た
図
像
や
情
報
が
、
広
く
名
古
屋
の
友
人
に
伝
播
し
た
こ
と
は
、
彼

（
22
）

（
23
）

図8　「松濤棹筆」巻59



徳
川
慶
勝
御
手
許
の
ペ
リ
ー
来
航
関
連
図
像
と
「
諸
品
新
聞
書
」

九
九

ら
の
広
汎
か
つ
重
層
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
を
踏
ま
え
れ
ば
、
あ
る
意
味
で
当

然
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
奥
村
得
義
「
松
濤
棹
筆
」
巻
五
九（
全
巻
八
五
の
う
ち
）に
は
、

「
安
政
元
寅
年
春
、
亜
米
利
加
船
来
着
之
節
、
武
州
久
良
岐
郡
横
浜
に
於
テ
公
義
御
応

接
御
小
屋
場
并
亜
人
風
俗
等
之
略
図　

附
品
川
海
御
台
場
細
見
図
」
が
描
か
れ
て
い
る

が（
図
8
）、
こ
れ
は
図
7
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
。

尾
張
藩
の
御
掃
除
中
間
頭（
一
〇
石
）で
あ
っ
た
奥
村
で
あ
れ
ば
、
慶
勝
御
手
許
文
庫

所
収
の
絵
図
を
写
せ
る
わ
け
は
な
く
、
水
野
が
提
供
し
た
絵
図
で
あ
る
こ
と
は
疑
い

な
い
。
事
実
、
こ
の
「
松
濤
棹
筆
」
巻
五
九
の
記
事
は
、「
右
安
政
二
乙
卯
十
月
三
日

写
畢�

青
本
」「
右
安
政
二
乙
卯
七
月
十
日
写
之�

雑
笈
中
抜
筆
」
な
ど
と
註
記
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
水
野
正
信
編
著
か
ら
写
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
あ
っ
た
。「
青

本
」
と
は
「
青
窓
紀
聞
」
の
「
青
」
に
関
わ
る
も
の
。「
青
」
に
関
わ
る
水
野
編
纂
本

と
い
え
ば
、「
青
窓
謾
筆
」（
一
五
冊
）、「
青
牖
叢
書
」（
全
一
一
二
巻
）も
あ
る（「
牖
」
と
は

「
窓
」
の
意
）。「
雑
笈
」
と
は
水
野
が
江
戸
在
府
中
に
筆
写
し
た
政
治
関
係
書
「
資
治
雑

笈
」
全
九
四
冊
の
こ
と
で
あ
る（
い
ず
れ
も
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
）。

一
方
で
慶
勝
の
場
合
、
正
信
が
収
集
し
た
情
報
に
接
す
る
術
は
、
御
年
寄
加
判
の
大

道
寺
直
寅
を
介
し
た
場
合
し
か
想
定
で
き
な
い
。
旧
稿
で
は
、「
諸
品
新
聞
書
」
に
所

収
さ
れ
る
絵
図
の
提
供
者
と
し
て
、
付
家
老
竹
腰
正
富
や
、
慶
勝
直
属
の
探
索
書
と
の

関
連
性
を
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
藩
重
臣
を
介
し
た
陪
臣
層
や
知
識
人

を
中
心
と
し
た
重
層
的
な
文
化
・
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
り

そ
う
で
あ
る
。
江
戸
中
期
以
降
の
名
古
屋
の
「
文
人
文
化
」
が
、
慶
勝
の
情
報
収
集
活

動
の
基
盤
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
慶
勝
が
水
野
正
信
や
そ
の
友

人
た
ち
の
情
報
網
を
意
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
別
で
あ
る
。
現
段
階
で
は
、
双
方
の

関
係
性
を
論
じ
切
れ
る
ほ
ど
の
材
料
は
集
ま
っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、「
諸
品
新
聞
書
」

所
収
の
絵
図
の
数
々
は
、
こ
れ
ま
で
別
々
に
論
じ
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
慶
勝
の
情
報
収

集
活
動
と
、
陪
臣
た
ち
の
多
様
な
文
化
活
動
と
を
接
続
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
お
き
た
い
。

お　

わ　

り　

に

以
上
、
徳
川
慶
勝
の
御
手
許
文
庫
に
関
し
て
、
そ
の
目
録
の
基
本
分
析
を
試
み
な
が

ら
、
ペ
リ
ー
来
航
関
連
図
像
の
い
く
つ
か
を
検
討
し
て
き
た
。
本
稿
の
論
点
を
ま
と
め

る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
慶
勝
の
問
題
関
心
に
即
し
て
、
絵
図
に
注
目
す
れ
ば
、
慶
勝
に
と
っ
て
の
図
像
と

は
、対
象
物
の
「
真
」
に
迫
る
た
め
の
重
要
な
手
段
・
道
具
た
り
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
意
味
で
、
図
像
の
収
集
は
、
慶
勝
の
「
写
真
」
探
究
の
一
環
で
あ
っ
た
と
位
置
づ

け
ら
れ
る
。
旧
稿
に
引
き
続
き
、
改
め
て
慶
勝
の
西
洋
軍
事
・
機
械
文
明
へ
の
高
い
関

心
を
確
認
で
き
る
と
と
も
に
、
西
洋
風
俗
へ
の
興
味
関
心
も
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ

せ
る
。

②
そ
の
一
方
、
慶
勝
御
手
許
の
絵
図
に
登
場
す
る
西
洋
人（
ア
メ
リ
カ
人
）は
、
日
本

人
の
偏
見
に
満
ち
た
描
か
れ
方
を
し
て
い
る
。
西
洋
人
と
直
接
対
峙
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
慶
勝
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
受
け
る
影
響
は
絶
大
で
、
そ
の
対
外
意
見
書
、
す

な
わ
ち
攘
夷
論
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
こ

の
点
、
モ
ノ
へ
の
こ
だ
わ
り
は
相
当
に
強
い
慶
勝
で
あ
っ
た
が
、
人
間
観
察
に
お
い
て

は
著
し
く
劣
っ
て
い
た
と
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

③
「
諸
品
新
聞
書
」
に
貼
付
さ
れ
た
複
数
の
同
じ
図
像（
白
描
図
）と
、
御
手
許
文
庫

所
収
絵
図
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。
そ
の
当
否
は
今
後
追
究
す
べ
き
問
題
も

少
な
く
な
い
が
、
白
描
図
に
つ
い
て
は
、
水
野
正
信
「
青
窓
紀
聞
」
所
収
の
図
像
と
の

共
通
性
が
認
め
ら
れ
、
慶
勝
の
情
報
収
集
活
動
の
基
盤
に
は
、
名
古
屋
の
文
人
文
化
と

（
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徳
川
慶
勝
御
手
許
の
ペ
リ
ー
来
航
関
連
図
像
と
「
諸
品
新
聞
書
」

一
〇
〇

註（
1
）　

旧
蓬
左
文
庫
所
蔵
史
料
一
二
六
─
六
四（
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
）。
以
下
、
同
史
料
群

は
「
旧
蓬
左
」
と
略
称
し
番
号
を
記
す
。
ま
た
所
蔵
先
を
示
さ
な
い
場
合
は
、
す
べ
て
徳
川
林

政
史
研
究
所
の
所
蔵
で
あ
る
。

（
2
）　

拙
稿
「
徳
川
慶
勝
『
諸
品
新
聞
書
』
に
関
す
る
一
考
察
─
ペ
リ
ー
来
航
・
異
国
関
連
図
像

の
紹
介
を
兼
ね
て
─
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研
究
紀
要
』
五
四
号
、『
金
鯱
叢
書
』
四
七
輯

所
収
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
3
）　

Ｄ
「
御
直
書
本
箱
初
目
録
」
か
ら
は
、「
春
ノ
箱
」「
夏
ノ
箱
」「
秋
ノ
箱
」「
冬
ノ
箱
」
な

ど
と
、
便
宜
的
に
四
季
ご
と
に
ま
と
め
た
御
文
庫
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
幕
末
期
に
は
こ
う
し

た
箱
は
見
ら
れ
な
い
。

（
4
）　

岩
下
哲
典
「
改
革
指
導
者
の
思
想
的
背
景
─
徳
川
慶
勝
の
書
斎
、
直
筆
『
目
録
』
の
分

析
」（『
季
刊
日
本
思
想
史
』
四
三
号
、
一
九
九
四
年
。
の
ち
同
『
幕
末
日
本
の
情
報
活
動
』
雄

山
閣
、
二
〇
〇
〇
年
所
収
、
二
〇
〇
八
年
改
訂
増
補
版
、
二
〇
一
八
年
普
及
版
）。

（
5
）　

例
え
ば
、「
和
蘭
密
話
」
に
は
「
あ
ら
ん

0

0

0

み
つ
話

（
マ
マ
）」、「

戊
戌
封
事
」
は
「
ぼ
じ
ゆ
つ
ほ
ふ

0

0

じ0

」（
一
般
的
に
は
「
ふ
う
じ
」
と
通
用
し
て
い
る
）、「
米
利
幹
舶
…
」
は
「
め
り
か

0

0

0

は
く
」（「
メ

リ
ケ
ン
」
で
は
な
い
）な
ど
と
、
読
み
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

（
6
）　

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
。
番
号
三
六
─
一
四
七
。

（
7
）　

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
は
、「
迭
魯
乙
多
児
戦
図
」（
七
二
─
三
三
）と
い
う
絵
図
が
あ
り
、

広
汎
な
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
、
最
後
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
慶
勝
が
「
諸
品
新
聞

書
」
な
る
図
像
集
を
ま
と
め
よ
う
と
し
た
発
想
に
つ
い
て
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
結
論
を
先
に
示
す
と
、
叔
父
水
戸
斉
昭
の
影
響
が
頗
る
大
き

か
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
そ
う
で
あ
る
。

慶
勝
に
対
す
る
斉
昭
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
拙
稿
で
も
指
摘
し
た
こ
と
が

あ
る
が
、
本
稿
と
関
連
づ
け
る
と
、
外
夷
防
禦
に
お
け
る
大
船
・
大
砲
の
整
備
・
充
実

な
ど
に
関
し
て
は
、
紛
れ
も
な
く
斉
昭
に
よ
る
感
化
が
大
き
か
っ
た
。
そ
し
て
、
興
味

深
い
こ
と
に
、
博
物
画
へ
の
関
心
や
図
像
集
へ
の
集
約
に
関
し
て
も
、
斉
昭
は
慶
勝
に

先
立
っ
て
、「
諸
物
会
要
」（
公
益
財
団
法
人
徳
川
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
蔵
）な
る
記
録
画
集
を

ま
と
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
諸
物
会
要
」
を
調
査
・
研
究
し
た
秋
山
高
志
氏
は
、
そ
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
指

摘
し
て
い
る
。「『
諸
物
会
要
』
は
彼
の
多
方
面
へ
の
関
心
を
パ
ノ
ラ
マ
風
に
見
せ
る
興

味
深
い
資
料
で
あ
る
。
本
書
全
二
八
巻
は
早
く
い
え
ば
記
録
画
集
で
あ
っ
て
、
斉
昭
が

そ
の
青
年
時
代
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で
、
画
家
に
命
じ
て
写
生
さ
せ
た
も
の
や
蒐
集
し

た
記
録
画
を
、
得
る
に
し
た
が
っ
て
台
紙
に
貼
り
書
冊
と
し
た
も
の
で
、
随
所
に
斉
昭

自
筆
の
書
入
れ
が
あ
り
、
ま
た
、
自
ら
描
い
た
絵
も
数
は
少
な
い
け
れ
ど
も
挿
入
し
て

あ
る
。（
中
略
）目
録
は
、
天
文
・
地
理
・
人
事
・
飲
食
・
古
筆
・
草
木
・
禽
獣
・
器
用

の
八
部
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
目
録
自
体
に
洩
れ
が
多
く
、
本
文
の
方
も
整
序
さ
れ
て

い
な
い
し
、
絵
の
大
き
さ
や
解
説
も
区
々
で
あ
り
、
完
成
さ
れ
た
編
纂
物
と
は
決
し
て

言
い
が
た
い
も
の
で
あ
る
」。

斉
昭
が
一
生
を
掛
け
て
収
集
・
整
理
し
た
だ
け
に
、
慶
勝
の
「
諸
品
新
聞
書
」
は
、

冊
数
に
お
い
て
遠
く
及
ば
な
い
。
し
か
し
、「
画
家
に
命
じ
て
写
生
」、「
蒐
集
し
た
記

録
画
」、「
台
紙
に
貼
り
書
冊
と
し
た
」、「
目
録
自
体
に
洩
れ
が
多
く
、
本
文
の
方
も
整

（
27
）

（
28
）

（
29
）

序
さ
れ
て
い
な
い
」、「
完
成
さ
れ
た
編
纂
物
と
は
決
し
て
言
い
が
た
い
」
と
い
っ
た
書

物
の
性
格
は
、「
諸
品
新
聞
書
」
に
も
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
。
慶
勝

は
、
書
物
の
性
格
を
継
承
す
る
か
の
よ
う
に
、
叔
父
の
習
慣
を
模
倣
し
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
慶
勝
に
は
、「
諸
品
新
聞
書
」
以
外
に
も
、「
諸
物
会
要
」
の
影
響

を
感
じ
さ
せ
る
書
冊
が
あ
る
。
本
稿
で
も
指
摘
し
た
「
群
虫
真
景
」
や
「
群
芳
帖
」
な

ど
の
博
物
画
・
標
本
集
が
そ
れ
で
あ
る
。

今
後
、
斉
昭
の
観
察
眼
と
慶
勝
の
そ
れ
と
を
比
較
・
検
討
す
る
必
要
も
あ
り
そ
う
で

あ
る
。



徳
川
慶
勝
御
手
許
の
ペ
リ
ー
来
航
関
連
図
像
と
「
諸
品
新
聞
書
」

一
〇
一

「
尾
張
藩
軍
務
局
」
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
大
き
さ
は
九
八
・
二
×
八
〇
・
二（
㎝
）。
こ
れ
が

慶
勝
御
手
許
文
庫
に
あ
っ
た
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
。

（
8
）　

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
二
冊
所
蔵（
九
─
一
四
三
、
七
二
─
三
七
）さ
れ
る
。
い
ず
れ
か
が

慶
勝
御
手
許
文
庫
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
9
）　

折
本
の
内
題
が
「
以
見
微
鏡
模
写
図
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
連
性
を
想
起
さ
せ
る
。

（
10
）　

類
書
に
「
群
芳
帖
」（
旧
蓬
左
一
二
六
─
一
二
二
）も
あ
り
、
こ
れ
が
押
し
花
の
標
本
集
で

あ
る
。

（
11
）　

絵
図
以
外
の
④
⑱
㉘
に
つ
い
て
、
付
言
し
よ
う
。
④
「
丙
丁
録
」
は
、
天
保
一
二
年

（
一
八
四
一
）に
成
立
し
た
徳
川
斉
昭
著
の
火
災
関
連
書
、
⑱
「
亜
墨
利
加
一
条
内
密
書
」
は
、

嘉
永
七
年（
一
八
五
四
）正
月
か
ら
四
月
ま
で
の
浦
賀
・
横
浜
・
江
戸
情
報
を
記
し
た
作
者
不
明

の
探
索
書（
旧
稿
参
照
）、
㉘
「
桑
名
侯
上
書
」
は
、
溜
詰
の
桑
名
城
主
松
平
定
猷
に
よ
る
嘉
永

六
年
七
月
一
三
日
付
意
見
書
で
、
ペ
リ
ー
来
航
後
の
幕
府
か
ら
の
諮
問
に
対
す
る
答
申
書
で
あ

る（『
大
日
本
古
文
書�

幕
末
外
国
関
係
文
書
之
一
』
東
京
帝
国
大
学
、
一
九
一
〇
年
、
五
二
九

〜
五
三
三
頁
参
照
）。
当
時
二
〇
歳
な
が
ら
、
将
軍
の
職
掌
に
基
づ
い
て
通
商
・
通
信
を
許
す

べ
か
ら
ず
と
し
た
堂
々
た
る
意
見
書
で
、
異
国
の
出
方
次
第
で
戦
争
も
辞
さ
な
い
と
す
る
考
え

方
は
、
慶
勝
も
注
目
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
対
す
る
慶
勝
は
、
幕
府
の
諮
問
に
対
し
て
、
藩
重

臣
た
ち
に
配
慮
し
た
結
果
、
無
難
な
内
容
に
仕
立
て
上
げ
て
お
り
、
過
激
な
論
陣
は
張
っ
て
い

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
慶
勝
が
御
三
家
筆
頭
と
し
て
、
将
軍
の
職
掌
を
重
ん
じ
る
対
外
強
硬
論

者
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
り
、
定
猷
に
共
鳴
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
御
手
許
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
12
）　

Ｃ
「
目
録
」
記
載
の
「
別
箱
」
に
あ
っ
た
書
物
の
う
ち
、
一
〇
件
が
「
朱
丸
印
」
に
、
八

件
が
「
白
丸
印
」、
八
件
が
「
黄
丸
印
」、
六
件
が
「
轡
印
」、
一
五
件
が
「
分
銅
印
」、
一
〇
件

が
「
蛇
」
へ
と
振
り
分
け
ら
れ
た
様
子
が
示
さ
れ
て
い
る
。
各
文
庫
に
収
納
さ
れ
な
か
っ
た
書

物
は
、「
頭
取
江
御
預
ケ
に
相
成
ル
」「
尾
州
ニ
而
頭
取
江
御
預
ケ
」
な
ど
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
の
「
頭
取
」
は
御
小
納
戸
頭
取
の
こ
と
。

（
13
）　

例
え
ば
、嘉
永
六
年
一
〇
月
か
ら
一
二
月
の
記
事
を
収
め
た
「
江
戸
御
留
守
日
記
」
三（
尾

張
徳
川
家
文
書
、
尾
二
─
一
六
八
）に
は
、「
異
国
船
渡
来
之
節
防
御
方
之
儀
ニ
付
戸
山
御
庭
ニ

而
調
練
之
一
巻
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）　

知
多
半
島
や
そ
の
内
海
に
配
備
さ
れ
た
砲
台
・
烽
火
台
や
、
船
打
調
練
に
関
す
る
基
本
史

料
と
し
て
は
、「
知
多
郡
砲
台
烽
火
台
」
乾
坤（
二
六
─
二
〇
三
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
）

が
あ
る
。
文
献
で
は
、
大
村
有
隣
『
名
古
屋
城
並
尾
張
藩
国
防
の
研
究
』（
助
愛
社
、
一
九
三
七

年
）、
岩
下
哲
典
「
幕
末
名
古
屋
藩
の
海
防
と
藩
主
慶
勝
」（『
青
山
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
』

三
三
号
、
一
九
九
二
年
。
の
ち
註（
4
）前
掲
書
に
所
収
）、
南
知
多
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
『
南

知
多
町
誌
』
本
文
編（
南
知
多
町
、
一
九
九
一
年
）、
櫻
井
芳
昭
「
黒
船
来
航
と
尾
張
の
村
」（『
郷

土
文
化
』
四
七
巻
三
号
、
名
古
屋
郷
土
文
化
会
、
一
九
九
三
年
）な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

（
15
）　

相
撲
取
り
た
ち
が
動
員
さ
れ
る
経
緯
や
当
日（
嘉
永
七
年
二
月
二
六
日
）の
様
子
は
、
太
田

尚
宏
「
使
節
ペ
リ
ー
へ
の
贈
答
品
と
相
撲
取
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
監
修
『
江
戸
時
代
の
古
文

書
を
読
む
─
ペ
リ
ー
来
航
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
九
年
所
収
）に
詳
し
い
。

（
16
）　

こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
註（
11
）参
照
。

（
17
）　

横
浜
開
港
資
料
館
編
集
・
発
行
『
ペ
リ
ー
来
航
と
横
浜
』（
二
〇
〇
四
年
）参
照
。
な
お
、

こ
の
「
ア
メ
リ
カ
人
図
」
は
、
名
古
屋
市
博
物
館
編
集
・
発
行
『
部
門
展�

名
古
屋
と
明
治
維

新
』（
一
九
七
九
年
）に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）　
「
葎
の
滴�

感
興
漫
筆
」
巻
三
四（
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
編
集
・
発
行
『
名
古
屋
叢
書�

第

二
十
二
巻
』
随
筆
編（
五
）、
一
九
六
二
年
、
一
三
三
頁
）。

（
19
）　

木
村
慎
平
「
水
野
正
信
と
『
青
窓
紀
聞
』
─
幕
末
名
古
屋
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」（
羽
賀
祥
二
・
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
編
『
名
古
屋
と
明
治
維
新
』
風
媒
社
、
二
〇
一
八
年
所

収
）。

（
20
）　
「
風
説
留
」
に
つ
い
て
は
、
宮
地
正
人
「
風
説
留
か
ら
見
た
幕
末
社
会
の
特
質
」（『
思
想
』

一
九
九
三
年
九
月
号
、
の
ち
同
『
幕
末
維
新
の
社
会
的
政
治
史
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
九

年
所
収
）、
保
谷
徹
編
『
幕
末
維
新
論
集
10�

幕
末
維
新
と
情
報
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一

年
）の
参
考
文
献
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
で
は
、
平
成
三
一
年

（
二
〇
一
九
）よ
り
『
名
古
屋
叢
書
四
編
』
と
し
て
「
青
窓
紀
聞
」
の
翻
刻
史
料
集
を
刊
行
中
で

あ
る
。

（
21
）　

前
掲
註（
19
）参
照
。
そ
の
他
、『
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
史
料
目
録（
1
）』
の
木
村
慎

平
「『
青
窓
紀
聞
』
解
題
」
も
参
照
の
こ
と
。

（
22
）　

大
道
寺
直
寅
や
水
野
正
信
の
履
歴
を
対
照
的
に
表
示
し
た
「
年
表
」（
三
二
─
三
〇
、
名
古

屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
）を
参
照
。

（
23
）　
「
青
窓
紀
聞
」
巻
五
九
に
よ
れ
ば
、「
尾
州（
築
地
）御
館
ハ
、
新
に
土
居
を
築
か
れ
、
素
よ



徳
川
慶
勝
御
手
許
の
ペ
リ
ー
来
航
関
連
図
像
と
「
諸
品
新
聞
書
」

一
〇
二

り
石
垣
高
く
、
屏
風
を
立
た
る
如
き
の
上
な
れ
ハ
、
堅
固
の
一
城
郭
の
如
く
、
八
間
橋
は
な
し

奉
る
、
御
橋
ハ
仮
に
乱
杭
を
植
建
て
、
引
両
の
御
幕
に
て
塞
か
れ
た
り
、
下
曽
根
金
三
郎
殿
世

話
御
頼
ニ
而
、
折
節
入
来
、
御
土
居
出
来
也
、
紀
州
・
姫
路
の
引
両
幕
ハ　

公
辺
よ
り
拝
借
に

や
、
其
御
家
ニ
あ
る
へ
き
品
と
も
思
は
れ
す
、
御
浜
殿
ハ
、
此
大
手
御
門
構
の
如
く
白
塀
に
て
、

矢
玉
の
狭
間
も
あ
る
こ
と
ゝ
而
已
思
ひ
し
に
、
海
岸
の
方
ハ
い
と
低
き
玉
縁
土
居
に
て
、
石
垣

も
低
く
あ
さ
ま
な
る
事
思
ひ
の
外
な
り
」
な
ど
と
、
他
家
に
く
ら
べ
て
自
家
の
海
岸
警
備
の
堅

牢
な
こ
と
を
故
郷
の
家
族
に
誇
っ
て
い
る
。

（
24
）　

旧
蓬
左
三
一
─
八
一
・
五
九
。

（
25
）　

細
野
要
斎
に
よ
れ
ば
、「
奥
村
定
兵
衛
〔
名
徳
（
マ
マ
）義

・
号
松
濤
舎
〕、
癸
丑
六
十
一
歳
…
国

中
の
事
蹟
を
探
索
す
る
事
を
好
む
、
図
類
を
夥
し
く
集
む
と
云
」（「
葎
の
滴�

感
興
漫
筆
」
巻

一
三
、
前
掲
『
名
古
屋
叢
書�

第
二
十
巻
』
随
筆
編（
三
）、
一
九
六
一
年
、
一
〇
三
頁
）と
あ
る

ご
と
く
、
水
野
正
信
と
同
じ
く
、
還
暦
を
過
ぎ
て
も
知
的
好
奇
心
は
衰
え
を
知
ら
な
い
。
奥
村

得
義
の
経
歴
・
業
績
に
つ
い
て
は
、
市
橋
鐸
「
奥
村
得
義
素
描
」（『
郷
土
文
化
』
一
二
巻
四
号
、

一
九
五
七
年
）、
山
田
秋
衞
「
解
説
」（「
金
城
温
古
録（
一
）」、
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
編
集
・

発
行
『
名
古
屋
叢
書
続
編
』
第
一
三
巻
、
一
九
六
五
年
所
収
）、
名
古
屋
市
博
物
館
編
集
・
発

行
『
名
古
屋
城
を
記
録
せ
よ
！
』（
二
〇
〇
八
年
）な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

（
26
）　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史
』
資
料
編
20
・
近
世
6

学
芸（
愛
知
県
、
二
〇
一
二
年
）が
、
文
人
の
書
翰
を
中
心
と
し
た
大
部
の
史
料
集
を
刊
行
し
て

い
る
。
ま
た
、
岸
野
俊
彦
『
尾
張
藩
社
会
の
文
化
・
情
報
・
学
問
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
二

年
）ほ
か
、
岸
野
氏
の
一
連
の
研
究
や
、
市
川
登
紀
子
「
尾
張
城
下
の
一
文
人
─
化
政
、
幕
末
、

明
治
を
生
き
た
小
寺
玉
晁
の
場
合
─
」（『
郷
土
文
化
』
三
二
巻
一
号
・
二
号
、
一
九
七
七
・
七
八

年
）な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

（
27
）　

拙
稿
「
嘉
永
・
安
政
期
に
お
け
る
徳
川
慶
勝
の
人
脈
と
政
治
動
向
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所

『
研
究
紀
要
』
五
一
号
、『
金
鯱
叢
書
』
四
四
輯
所
収
、
二
〇
一
七
年
）。

（
28
）　

斉
昭
の
外
夷
認
識
に
関
し
て
は
、
秋
山
高
志
「
徳
川
斉
昭
の
欧
米
地
理
歴
史
知
識
」（『
西

垣
晴
次
先
生
退
官
記
念�

宗
教
史
・
地
方
史
論
纂
』
刀
水
書
房
、
一
九
九
四
年
所
収
）を
参
照
の

こ
と
。

（
29
）　

秋
山
高
志
「
徳
川
斉
昭
の
科
学
・
技
術
知
識
─
『
諸
物
会
要
』
の
世
界
─
」（
沼
尻
源
一
郎

編
『
水
戸
の
洋
学
』
柏
書
房
、
一
九
七
七
年
所
収
）。

〔
付
記
〕　

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
史
料
の
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
同
文
庫
学
芸
員
の
今
和
泉
大

氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。


